





















状で連続性はみられない 泉山陶石場 中心とする窯業圏の移動に伴い内山地区が成立し､南川原地区には一時期窯場が無くなった可能性が高い｡そ て同時期の間にこ 地区は佐賀本藩領ではなく､蓮他藩領になっ 可能性が考えられる｡
一六四〇年代になると上南川原山地区に樋口窯跡四号窯




る　｢南川原山｣と　｢南川原皿屋｣　は'下南川原山地区では南川原窯ノ辻窯跡G窯'上南川原山地区では樋口窯跡四号窯の各々が該当する可能性が高い｡各々の窯場の成立当初の陶磁器をみると､前者は製品 中心 染付碗であるのに対し､後者は腰部まで鉄粕をかけた鉄粕陶器椀が多いという点で違いがみられ ｡この生産 違 は'製品を製作する陶工集団 異な と考えてよい 思う｡
製品の特徴から南川原窯ノ辻窯跡G窯は　｢有田皿屋｣　の
延長上の窯場であり'樋口窯跡四号 は　｢有田皿屋｣と異なり独自の製品を焼成する　｢ 皿屋｣　であっ と推定でき'文書の記載と矛盾しない｡
三つの窯場の併行する下南川原山地区では､一六五〇年





品の変遷をみていくと､染付の線描きが細-なり､乳白色の白磁が生産されるようになり､胎土の白い青磁も確認できるようになる｡この描法の変化は一定 水準で同質に仕上げるため､技術が洗練し た結果と考えられ'線描も不安定な太線より細い線が選ばれた 考えられる｡そしてこの段階で鉄粕陶器が組成として加わり目立つようになり､上南川原山地区の製品と 共通性が確認できるようになる｡
いっほう上南川原山地区の樋口窯跡では､染付荒磯文椀､
芙蓉手皿双方 製品がまとまって確認 て､鉄粕陶器の生産も継続されているようである｡また､一号窯から二号窯へ窯が変遷してい-中で柿右衛門窯跡 共通する上質の製品も確認できる｡以後二つの窯場では共 する製品が各々 窯跡でみられるようになり､同じ製品を焼同じ窯場に変容していったと考えられ ｡また下南川原山'上南川原山地区の両方で鉄粕陶器椀を中心とした一定量の陶器生産がみられることは､特徴といえる｡
95　　博士論文　有田古窯跡出土陶磁器の研究
以上のように有田の窯業の中でみると'南川原山の成立












佐賀県有田町において生産が開始され､今日まで継続して生産がおこなわれている｡近年､窯跡を中心とLt一部生産遺構を含む考古学的な発掘調査が実施され､従来の美術史的な視点からの見解が改められつつある｡そのなかにあって､初期伊万里 時期にあた 一七世紀中葉は､製品の質的な進歩が著し-､同 に海外輸出が開始され､生産量の大幅な増大が認められる｡
しかし'その実態を解明する資料は必ずしも豊富にある




南川原地区の窯業を考古学的に描き出すこと 成功 ている｡すなわち'寛永一四　(一六三七)　年の窯場 ･統合によって'1:度廃窯となった南川原地区の窯場は､l六六〇年前後に'内山地 から柿右衛門家を中心とした陶工集団が移住Lt　下南川原地区では､登 が複数並立する形で稼働し'製品の主体が椀から上質な皿へと変化する｡そして､一六七 代において'染付磁器の施文は､ 書から､細書きに変わり､上質の皿を一定の水準で同質に仕上げるため､技術が洗練されたと考えられる｡
また､南川原山が高級品焼成の窯場として､独自 様式







田窯業の中心地であ 南川原地区の 業に焦点をしぼり､自己が中心になって調査し 膨大な考古学的資料を駆使して､有田窯業史の解明に大きな業績をあげた｡ 博士の学位を授与するにふさわしい論文と評価す ｡
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